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第
六
百
五
十
七
条
中
「
相
手
方
の
た
め
に
保
管
を
す
る
こ
と
を
約
し
て
あ
る
物
を
受
け
取
る
」
を
「
あ
る
物
を
保
管

す
る
こ
と
を
相
手
方
に
委
託
し
、
相
手
方
が
こ
れ
を
承
諾
す
る
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
寄
託
物
受
取
り
前
の
寄
託
者
に
よ
る
寄
託
の
解
除
等
）

第
六
百
五
十
七
条
の
二

寄
託
者
は
、
受
寄
者
が
寄
託
物
を
受
け
取
る
ま
で
、
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
受
寄
者
は
、
そ
の
契
約
の
解
除
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
寄
託
者
に
対
し
、
そ
の

賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

無
報
酬
の
受
寄
者
は
、
寄
託
物
を
受
け
取
る
ま
で
、
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
書
面
に
よ

る
寄
託
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

受
寄
者
（
無
報
酬
で
寄
託
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
書
面
に
よ
る
寄
託
の
受
寄
者
に
限
る
。）は
、
寄
託
物
を

受
け
取
る
べ
き
時
期
を
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寄
託
者
が
寄
託
物
を
引
き
渡
さ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
相
当

の
期
間
を
定
め
て
そ
の
引
渡
し
の
催
告
を
し
、
そ
の
期
間
内
に
引
渡
し
が
な
い
と
き
は
、
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
六
百
五
十
八
条
第
一
項
中
「
使
用
し
、
又
は
第
三
者
に
こ
れ
を
保
管
さ
せ
る
」
を
「
使
用
す
る
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

受
寄
者
は
、
寄
託
者
の
承
諾
を
得
た
と
き
、
又
は
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
寄
託
物
を
第

三
者
に
保
管
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
六
百
五
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

再
受
寄
者
は
、
寄
託
者
に
対
し
て
、
そ
の
権
限
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
受
寄
者
と
同
一
の
権
利
を
有
し
、
義
務
を

負
う
。

第
六
百
五
十
九
条
の
見
出
し
を「（
無
報
酬
の
受
寄
者
の
注
意
義
務
）」に
改
め
、
同
条
中
「
で
寄
託
を
受
け
た
者
」
を

「
の
受
寄
者
」
に
改
め
る
。

第
六
百
六
十
条
の
見
出
し
を「（
受
寄
者
の
通
知
義
務
等
）」に
改
め
、
同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
寄
託
者
が
既
に
こ
れ
を
知
っ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
百
六
十
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

第
三
者
が
寄
託
物
に
つ
い
て
権
利
を
主
張
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
受
寄
者
は
、
寄
託
者
の
指
図
が
な
い
限
り
、

寄
託
者
に
対
し
そ
の
寄
託
物
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
受
寄
者
が
前
項
の
通
知
を
し
た
場
合
又
は

同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
そ
の
通
知
を
要
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
寄
託
物
を
そ
の
第
三
者
に
引
き
渡
す

べ
き
旨
を
命
ず
る
確
定
判
決
（
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
も
の
を
含
む
。）が
あ
っ
た
と
き
で
あ
っ
て
、
そ

の
第
三
者
に
そ
の
寄
託
物
を
引
き
渡
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

受
寄
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
寄
託
者
に
対
し
て
寄
託
物
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
寄
託
者

に
そ
の
寄
託
物
を
引
き
渡
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
第
三
者
に
損
害
が
生
じ
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
賠
償
の
責
任
を

負
わ
な
い
。

第
六
百
六
十
二
条
の
見
出
し
を「（
寄
託
者
に
よ
る
返
還
請
求
等
）」に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
受
寄
者
は
、
寄
託
者
が
そ
の
時
期
の
前
に
返
還
を
請
求
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
寄
託
者
に
対
し
、
そ
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
百
六
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
損
害
賠
償
及
び
費
用
の
償
還
の
請
求
権
に
つ
い
て
の
期
間
の
制
限
）

第
六
百
六
十
四
条
の
二

寄
託
物
の
一
部
滅
失
又
は
損
傷
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
及
び
受
寄
者
が
支
出
し
た
費

用
の
償
還
は
、
寄
託
者
が
返
還
を
受
け
た
時
か
ら
一
年
以
内
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
損
害
賠
償
の
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
寄
託
者
が
返
還
を
受
け
た
時
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、

時
効
は
、
完
成
し
な
い
。

第
六
百
六
十
五
条
中
「
第
六
百
五
十
条
ま
で
（
同
条
第
三
項
を
除
く
。）」
を
「
第
六
百
四
十
八
条
ま
で
、
第
六
百
四

十
九
条
並
び
に
第
六
百
五
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
混
合
寄
託
）

第
六
百
六
十
五
条
の
二

複
数
の
者
が
寄
託
し
た
物
の
種
類
及
び
品
質
が
同
一
で
あ
る
場
合
に
は
、
受
寄
者
は
、
各
寄

託
者
の
承
諾
を
得
た
と
き
に
限
り
、
こ
れ
ら
を
混
合
し
て
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
基
づ
き
受
寄
者
が
複
数
の
寄
託
者
か
ら
の
寄
託
物
を
混
合
し
て
保
管
し
た
と
き
は
、
寄
託
者
は
、

そ
の
寄
託
し
た
物
と
同
じ
数
量
の
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
寄
託
物
の
一
部
が
滅
失
し
た
と
き
は
、
寄
託
者
は
、
混
合
し
て
保
管
さ
れ
て

い
る
総
寄
託
物
に
対
す
る
そ
の
寄
託
し
た
物
の
割
合
に
応
じ
た
数
量
の
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
は
、
損
害
賠
償
の
請
求
を
妨
げ
な
い
。

第
六
百
六
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
消
費
寄
託
）

第
六
百
六
十
六
条

受
寄
者
が
契
約
に
よ
り
寄
託
物
を
消
費
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
受
寄
者
は
、
寄
託
さ
れ

た
物
と
種
類
、
品
質
及
び
数
量
の
同
じ
物
を
も
っ
て
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
五
百
九
十
条
及
び
第
五
百
九
十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
五
百
九
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
預
金
又
は
貯
金
に
係
る
契
約
に
よ
り
金
銭
を
寄
託
し
た
場
合

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
百
六
十
七
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
他
の
組
合
員
の
債
務
不
履
行
）

第
六
百
六
十
七
条
の
二

第
五
百
三
十
三
条
及
び
第
五
百
三
十
六
条
の
規
定
は
、
組
合
契
約
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な

い
。

２

組
合
員
は
、
他
の
組
合
員
が
組
合
契
約
に
基
づ
く
債
務
の
履
行
を
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
組
合
契
約
を
解

除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
組
合
員
の
一
人
に
つ
い
て
の
意
思
表
示
の
無
効
等
）

第
六
百
六
十
七
条
の
三

組
合
員
の
一
人
に
つ
い
て
意
思
表
示
の
無
効
又
は
取
消
し
の
原
因
が
あ
っ
て
も
、
他
の
組
合

員
の
間
に
お
い
て
は
、
組
合
契
約
は
、
そ
の
効
力
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。

第
六
百
七
十
条
の
見
出
し
中
「
業
務
の
」
の
下
に
「
決
定
及
び
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中「
の
執
行
」を
削
り
、「
で

決
す
る
」
を
「
を
も
っ
て
決
定
し
、
各
組
合
員
が
こ
れ
を
執
行
す
る
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

組
合
の
業
務
の
決
定
及
び
執
行
は
、
組
合
契
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
一
人
又
は
数
人
の
組
合
員
又
は
第
三

者
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
百
七
十
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に

次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
委
任
を
受
け
た
者
（
以
下
「
業
務
執
行
者
」
と
い
う
。）は
、
組
合
の
業
務
を
決
定
し
、こ
れ
を
執
行
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
業
務
執
行
者
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
組
合
の
業
務
は
、
業
務
執
行
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
決

定
し
、
各
業
務
執
行
者
が
こ
れ
を
執
行
す
る
。

４

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
組
合
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
総
組
合
員
の
同
意
に
よ
っ
て
決
定
し
、
又
は
総
組
合

員
が
執
行
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

第
六
百
七
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
組
合
の
代
理
）

第
六
百
七
十
条
の
二

各
組
合
員
は
、
組
合
の
業
務
を
執
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、
組
合
員
の
過
半
数
の
同
意
を
得
た

と
き
は
、
他
の
組
合
員
を
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
業
務
執
行
者
が
あ
る
と
き
は
、
業
務
執
行
者
の
み
が
組
合
員
を
代
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
業
務
執
行
者
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
各
業
務
執
行
者
は
、
業
務
執
行
者
の
過
半
数

の
同
意
を
得
た
と
き
に
限
り
、
組
合
員
を
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
組
合
員
又
は
各
業
務
執
行
者
は
、
組
合
の
常
務
を
行
う
と
き
は
、
単
独
で
組

合
員
を
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
百
七
十
一
条
中
「
業
務
を
」
の
下
に
「
決
定
し
、
又
は
」
を
加
え
る
。

第
六
百
七
十
二
条
第
一
項
中
「
組
合
契
約
で
」
を
「
組
合
契
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
に
改
め
、「
業
務
の
」
の

下
に
「
決
定
及
び
」
を
加
え
る
。

第
六
百
七
十
三
条
中
「
を
執
行
す
る
」
を
「
の
決
定
及
び
執
行
を
す
る
」
に
改
め
る
。
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